
３  繰り返し設けられた境界
大型建物が建て替えられるのと同じように、建物西側の開法
寺伽藍との間の部分では南北方向の柵列や溝が繰り返し
設けられています。この位置に執拗なまでに境界を設け続け
ている点は、今後大型建物の性格を考える上で重要です。

４　真北を基準とした建物群
これまでの発掘調査で飛鳥時代末から奈良時代の初め頃の建物群の広がりがかなり明らかになっています。これら建物群は真北を
基準に規格的に配置される初期の官衙(役所)とみられますが、時代的にみて讃岐国府との関係性をもつかどうかは今後の課題です。
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２  同一地点で建て替えられる廂付きの大型建物

33-2区で確認された大型建物1～３は、奈良時代終わり頃(推定)から平安時代後半までの約200年間、同じ場所で建て
替えられています。規模や廂をもつことなどからみて、かなりの格式をもった大型建物であると言え、現在発掘調査を進めて
いる讃岐国府域南部のエリアの特殊性を示していますが、具体的な性格は今後更なる調査・検討が必要です。




